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研究要旨 
 
ホウ素中性子捕捉療法（BNCT）の品質管理プログラムおよび人材育成の施設差の実態を
明らかにし、加速器BNCT装置用QA・QC項目を日本医学物理学会QA・QC委員会および日本
中性子捕捉療法学会と共同で提案することを目指してQA・QC項目の検討を行った。自
体調査では、2024年3月に大阪医科薬科大学を訪問し、BNCTの実施に際して行ってい
る品質管理手順の実態調査を行なった。QA・QC項目は、粒子線治療の先進医療施設認
定の際に調査される項目を参考にして予備的に項目の抽出した上で、これらの項目の適
否および、BNCT特有に必要と考えられる追加項目候補をリストアップし、研究協力者
らの意見も取り入れて、加速器BNCT装置用QA・QC項目を進めている。 
 

 
 
A. 研究目的 
 
放射線治療の複数あるモダリティの中では、ホウ

素中性子捕捉療法（boron neutron capture therap
y; BNCT）は比較的新しい治療であり、実施施設が
限られていること、品質管理・品質保証方法の標準
化がなされていないことから、施設によって異なる
品質管理が行われているのが実情である。これでは
治療の品質の施設差を生むばかりでなく、医療の提
供体制にも施設差を生じ、安定した人材教育も行え
ない。現在、日本医学物理学会と日本中性子捕捉療
法学会が共同でBNCTの品質管理手法の標準化を目
指した事業を行っており、令和7年度の公開を目指し
て活動している。また、BNCTは実施医療機関が極
めて限られており、全国から患者が紹介されている
実態も前期に実施したアンケート調査で明らかとな
った。都道府県を超えた連携体制構築のモデル試案
策定には適したモダリティであると言える。 
 
 
B. 研究方法 
 
令和4年度に実施したアンケート結果に基づき、品

質管理プログラムおよび人材育成の施設差の実態を
明らかにすることを目的に、BNCT実施施設の訪問
調査を行った。また、加速器BNCT装置用QA・QC項
目を日本医学物理学会QA・QC委員会および日本中
性子捕捉療法学会と共同で提案することを目指し、

QA・QC項目の検討を行った。 
 
（倫理面への配慮） 
本研究では、BNCTに関わる医療職者からの聞き

取り調査を含んでいるが、医療従事者個人が所有す
る資格や業務内容、その他の要配慮個人情報は調査
内容には含まれない。このため、倫理審査は不要と
判断される。ただし、聞き取り調査対象者からは、
口頭にて本研究への参加および情報の取り扱いに関
する同意を受けたうえで調査を行なった。 
 
 

C. 研究結果 
 
品質管理プログラムおよび人材教育の施設差の実

態を明らかにする目的で、2024年3月に大阪医科薬
科大学を訪問し、BNCTの実施に際して行っている
品質管理手順の実態調査を行った。 
 
また、加速器BNCT装置用QA・QC項目を日本医

学物理学会QA・QC委員会と共同で提案することを
最終目標として、加速器BNCT装置用QA・QC項目
の検討を行った。本研究で検討を行うQA・QC項目
は、粒子線治療の先進医療施設認定の際に調査され
る項目を参考にして予備的に項目の抽出を行った。
抽出された項目の適否および、BNCT特有に必要と
考えられる追加項目候補をリストアップした上で、
BNCT実施施設で実際の治療に携わっている研究協
力者らの意見も取り入れて、加速器BNCT装置用Q
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A・QC項目を進めている。 
 
 
D. 考察 
 
令和6年2月には、筑波大学でiBNCTを用いた初発

膠芽腫を対象とした医師主導治験が開始された。湘
南鎌倉総合病院でも、nuBeamが稼働開始に向けた
前臨床試験を実施中であり、わが国でもBNCT装置
設置施設が徐々に増え始めている。BNCT実施施設
が増加して、国民にBNCTを提供できる環境が整う
ことは喜ぶべきことである。しかし、BNCTに対応
可能な医師、医学物理士、診療放射線技師の数は限
られており、その人材育成体制や品質管理・品質保
証方法の確立は喫緊の課題であり、これらが確立し
ていなければ、安全で安心できるBNCTを国民に提
供できる体制が本当の意味で整ったとはいえない。 
令和5年度開始当初時点では、大阪医科薬科大学だ

けでなく、南東北BNCT研究センターも訪問調査先
の候補としていた。しかし、南東北BNCT研究セン
ターはスタッフの退職に伴い、治療の実施を一時期
休止していた。令和5年度末時点で、新規スタッフが
着任してBNCTが再開されているとの情報が得られ
たが、スタッフが大幅に入れ替わったこともあり、
診療体制・品質管理体制等が確立していない段階で
の訪問調査は時期尚早と判断し、今年度は訪問調査
を行わないこととした。南東北BNCT研究センター
の稼働休止はBNCTの人材不足がその一因でもあり、
本研究によって人材育成体制が今後整うことによっ
て、同様のことが今後起こらないようにしてゆかね
ばならない。なお、来年度以降、施設の状況を見て、
改めて南東北BNCT研究センターの訪問調査を行う
か否かを検討する。 
 
 
E. 結論 
 

BNCTの品質管理プログラムおよび人材教育の施
設差の実態を明らかにすることを目的に、大阪医科
薬科大学の訪問調査を行った。また、加速器BNCT
装置用QA・QC項目の検討を行った。 
令和6年度以降に本研究課題では、日本医学物理学

会QA・QC委員会および日本中性子捕捉療法学会と
共同で標準的BNCT品質管理手法を策定する予定で
ある。また、この標準的BNCT品質管理手法に基づ
いて、人材育成法と施設近隣（あるいは全国）の施
設との連携体制のモデル試案を提案する予定である。 
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